
　令和５年５月26日、日南町総合文化センターさつきホールにて第60回通常総代会を開催しました。
新型コロナ感染症対策を講じ、総代の皆様にご出席いただきました。来賓に日南町副町長　角井学様、
鳥取県西部総合事務所日野振興センター日野振興局長　宮永二郎様、日南町議会議長　山本芳昭様、
鳥取県森林組合連合会副会長理事　生田公良様、にご臨席いただきました。
　議長に山上地区の大塚博幸氏を選任し、総代数201名中、実出席総代者65名、委任状提出者15名、
書面議決数69名の計149名の総代により審議され、第１号議案から第９号議案及び付帯決議が原案
どおり承認可決されました。

第60回通常総代会開催報告
活動報告
カラマツ成長記録
日南町の林業を支える人々
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日南町森林組合組織図
日南町森林組合新入職員紹介
出資配当について
組合員名義変更などについて
原木取扱量
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指導部門
■組合情報誌やホームページ等により情報提供に
　努めました
■組合員の相続加入案内に努めました

販売部門
■立木の買取を行い、皆伐再造林の取組みを推進
　しました
■選木機の効率的な稼働により木材集積場の体制
　を充実させ、販売網の拡充に努めました
■日南町木材生産事業協同組合との連携により、
　木材生産体制の充実・強化を図り、木材生産量
　の増加と安全な施業体制づくりに努めました

森林整備部門
■森林経営計画を基に、航空レーザー・地上レー
　ザーをなどのＩＣＴ技術を活用し施業の集約化
　を進めました
■ドローンで苗木運搬を行い、急傾斜地・広面積
　の苗木運搬省力化に努めました
■スマート林業支援事業費補助金を用いて、造林
　作業省力化に向けた機械を導入しました
■各種造林補助事業を活用し、新植・保育・除間
　伐等の施業を進めました
■林業従事者の育成を図る為、林業アカデミーへ
　の支援と緑の雇用制度による研修を実施しました
■皆伐再造林に必要な苗木の安定供給の為、株式
　会社ウッドカンパニーニチナンと連携し苗木生
　産事業を行いました

提出議案

第6号議案

付帯決議

第7号議案

第5号議案

第1号議案

第2号議案

第3号議案
第4号議案

一組合員に対する貸付金限度額の決定について
第8号議案 借入金の最高限度額について
第9号議案 余裕金の預け入れ先の決定について

日南町森林組合定款の一部変更について

決議事項中、権利・義務に関しない軽微な事項の修正並びに違算・誤字の訂正及び法令そ
の他行政庁の処分、又はこれに基づく指示による場合は必要な字句の修正をなす事を理事
会に一任する。

令和５年度　事業計画設定について

令和４年度　事業報告、貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案、注記表、付属明細書の
承認について

役員報酬額の決定について
任意積立金取り崩しについて
日南町森林組合事務所建築について

事 業 総 収 益
事 業 総 費 用
事 業 総 利 益

事 業 総 利 益

科　　　目

事 業 管 理 費
事 業 利 益

事 業 外 損 益

金    額

事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
事 業 外 損 益

特 別 利 益
特 別 損 失
特 別 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

①
②
③=①-②
④
⑤=③-④
⑥
⑦
⑧=⑥-⑦
⑨=⑤+⑧
⑩
⑪
⑫=⑩-⑪
⑬=⑨+⑫
⑭
⑮=⑬-⑭
⑯
⑰
⑱=⑮+⑯+⑰

1,373,882
1,224,057

149,825
114,925
34,899
2,064

731
1,333

36,232
20,192
10,153
10,038
46,271
11,081
35,189
11,771

302
47,263

税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 及 び 住 民 税
当 期 剰 余 金
前 期 繰 越 剰 余 金
再 造 林 積 立 金 取 崩 額
当 期 未 処 分 剰 余 金

令和４年度　損益計算書 単位：千円(千円未満切捨て)

第60回通常総代会開催報告

令和４年度　事業実績　
事業別収益（13億7388万円）

加工 森林整備 利用 購買 金融 指導 販売

令和４年度　事業報告

加工
778,629 千円

森林整備 221,102
千円

利用 74,825 千円

購買 20,477 千円

金融 88 千円
指導 15,292 千円

販売 263,465 千円
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総括
■環境の森づくり・循環の森づくりを進め、組合
　員サービスの向上に努めます

■組合員の為の森林組合である事を再認識し役職
　員一丸となり計画的に組合運営をおこないます

■国内外の経済動向を注視しながら、行政及び関
　連企業と連携して、地域の森林・林業・木材産
　業の振興発展を目指します

指導部門
■安全な職場環境整備、円滑な事業推進拠点とし
　て新事務所を建築します
　また当組合設立60周年記念行事を開催します

■林業従事者の育成を図る為、林業アカデミーへ
　の支援及び緑の雇用制度による研修等を実施し
　ます

■再造林に必要な苗木の安定供給を図るため苗木
　生産事業を株式会社ウッドカンパニーニチナン
　と連携しておこないます

■木質バイオマス発電及び熱利用設備の導入に係
　る検討をおこない事業化を目指します

■組合情報誌やホームページ及びSNSにより情報
　発信に努めます

販売部門
■株式会社オロチ及び関連企業との連携を深め、
　木材の安定供給・販売網の拡充に努めます

■日南町木材生産事業協同組合と連携し、木材生
　産体制の充実・強化を図り、木材生産量の増加
　及び安全な施業体制づくりに努めます

■川上から川下までの物流データのデジタル化に
　よる情報共有及び現場管理のデジタル化を実施
　し業務の効率化を図ります

森林整備部門
■森林経営計画を基に、航空レーザ計測で得られ
　た精緻な地形データ等を活かして、施業地の集
　約化や立木買い取りを進め、必要に応じて林業
　専用道や森林作業道を開設し、木材生産システ
　ムの効率化に努めます

■各種造林補助事業等を活用し、新植・保育・除
　間伐等の森林整備施業を進めます。また日南町
　・森林整備センター等の森林整備事業を取り組
　みます

■新開発の林業機械及び林業資材の斡旋、また地
　域に適した優良苗木の斡旋に努めます

■成長が良く、材質も良い等の性質を持つ、カラ
　マツ特定母樹による採種園整備事業に取り組み
　ます

負 債 の 部
流 動 負 債 合 計

固 定 負 債 合 計

資 産 合 計

純資産の部

負 債 合 計

組 合 員 資 本 合 計

純 資 産 合 計

科　　　目

資 産 の 部

負 債 ・ 資 本 合 計

流 動 資 産 合 計

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産 合 計

外 部 出 資 合 計

そ の 他 の 固 定 資 産 計

固 定 資 産 合 計

金　　額

802,960

244,225

16,103

62,126

14,322

336,778

1,139,739

515,595

152,329

667,924

471,814

471,814

1,139,739

令和４年度　貸借対照表 単位：千円(千円未満切捨て)

科　　目 小　　計

7,500

20,000

2,000

当 期 未 処 分 剰 余 金

剰 余 金 処 分 額

法 定 準 備 金

施 設 整 備 積 立 金

再 造 林 積 立 金

47,263

29,500

合　　計

次 期 繰 越 剰 余 金 17,763

令和４年度　剰余金処分案 単位：千円(千円未満切捨て)

森林経営計画の作成状況
施行集約実施面積
搬出材積
新植
保育
除間伐
搬出間伐
森林作業道
林道専用道

　ha
　ha
　㎥
　ha
　ha
　ha
　ha
　ｍ
　ｍ

(小数点以下切捨て)

令和５年度　事業計画

18,150
362

52,079
90
236
29
362

24,026
920
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事 業 総 収 益
事 業 総 費 用
事 業 総 利 益

事 業 総 利 益

科　　　　　目

事 業 管 理 費
事 業 利 益

金    額

事 業 外 収 益
事 業 外 費 用
事 業 外 損 益

事 業 外 損 益

①
②
③=①-②
④
⑤=③-④
⑥
⑦
⑧=⑥-⑦
⑨=⑤+⑧
⑩
⑪
⑫=⑩-⑪
⑬
⑭=⑫+⑬

1,168,156
1,034,938

133,218
128,922

4,296
1,001
2,550

△ 1,549
2,747
2,747

900
1,847

17,763
19,610

経 常 利 益
税 引 前 当 期 純 利 益
法 人 税 及 び 住 民 税
当 期 剰 余 金
前 期 繰 越 剰 余 金
当 期 未 処 分 剰 余 金

令和５年度　損益計画 単位：千円

令和４年度　第４回理事会（令和５年１月10日）
協議事項
・臨時総代会について
・固定資産の廃棄について
・積立金の取り崩しについて

令和４年度　第５回理事会（令和５年１月21日）
協議事項
・事務所建築場所および臨時総代会について

令和４年度　第６回理事会（令和５年２月22日）
協議事項
・日南町森林組合事務所建築について
・分収造林変更契約の締結について

令和４年度　第７回理事会（令和５年３月７日）
協議事項
・令和４年度１月期仮決算並びに期末見込みに
　ついて
・常例検査について
・就業規則、給与規程の一部改正について
・役員定年延長について

・第60回通常総代会開催日について
・固定資産の取得について
・期末賞与について
・昇給、インフレ対策特別手当について

令和５年度　第１回理事会（令和５年５月９日）
協議事項
・日南町森林組合定款の一部改正について
・第60回通常総代会について
・監事監査の指摘事項等に対する回答について
・利益相反契約について
・役員の定年延長について

令和５年度　第２回理事会（令和５年５月26日）
協議事項
・役員報酬額の決定並びに役員報酬の支払方法
　について
・令和５年度各種手数料の設定について
・組合員の減資について
・固定資産取得について
・職員夏季賞与支給について

令和５年度　事業計画  
事業別収益（11億6815万円）

加工 森林整備 利用 購買 金融 指導 販売

理事会開催報告

加工
654,169千円

森林整備
257,474千円

利用 62,315千円

購買 34,500千円

金融 80千円
指導 3,300千円

販売 156,310千円

日南町森林組合事務所建築について
現在の事務所は昭和59年度に建築され老朽化等が
進んでおります。事務所建築について検討を進め、
総代会において事務所新築の承認を頂きました。
新事務所は令和５年度中に現在の事務所敷地内に
建築予定です。木造平屋建て、建築面積は384平
方メートル以内です。 日南町森林組合事務所完成予想図
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活動報告
日南町森林組合安全パトロール・間伐評価会
　令和４年12月14日に、日南町森林組合安全パ
トロール・間伐評価会を行いました。
　日南町内の事業体の皆伐作業現場と、日南町森
林組合直営班の間伐作業現場をパトロールしまし
た。

日南町森林組合J-ver購入証贈呈
　令和４年９月に10tCO2ご購入いただいた、
有限会社福岡組にて代表取締役　福岡弘貴様に
購入証を平田組合長より贈呈しました。
　また、併せて日南町のJｰクレジットもご購入
いただきましたので購入証を坂本農林課長より
贈呈しました。

日南町森林組合安全衛生大会
　令和５年２月24日に、日南町森林組合安全
衛生大会を開催しました。
　午前の部は株式会社オロチの視察、相見社長
より現状についてお話しいただきました。
　午後の部は令和５年度安全管理計画、リスク
アセスメント、コンプライアンス、交通安全の
研修を行いました。

　令和５年度も安全第一で作業を行っていける
よう、現場職員班長による「安全宣言」にて安
全衛生大会を閉会しました。

にちなん中国山地林業アカデミー卒業式
入学式が行われる

　令和５年３月16日に、にちなん中国山地林業
アカデミー卒業式が行われました。卒業した12
名中、２名は町内の事業体へ就職されました。
　令和５年４月７日には、令和５年度入学式が
行われ、林業専修科10人と林業研修課３人が入
学されました。これから１年間、林業に必要な知
識や技能を学んでいかれます。

にちなん中国山地林業アカデミーより視察
　令和５年４月13日に、にちなん中国山地林業
アカデミーの生徒が視察に来られました。
　当組合の木村参事より組合の取組みについて説
明を行い、直営班の除伐・枝打現場を見学しまし
た。

日南町森林組合J-verをご購入いただきました
　「日南町森林組合J-ver」購入に係る売買締
結を行いました。

　適切な森林整備、確実な更新（新植）に活用
させていただきます。

購入企業様名購入日

2023/5/16

購入量
（t-CO2）

5㈲前田石油店（日南町生山）
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　平成30年秋に植栽したカラマツが植栽後５年となります。同時期に植栽したスギと比較しても成長ス
ピ―ドが早く順調に成長しています。気温・湿度・水分・日光・土壌など、施工地の条件により成長量
は変わってきますが、ここまでの良い成長を見ると循環型林業のモデル樹種としてますます期待が高ま
ります。カラマツは木材強度がスギやヒノキより優れており、近年木材加工技術の向上に伴い、集成材、
構造用合板、LVL、CTLに加工されるようになり、建築材としても使われるようになっております。
　日南町樹木育苗センターで生産されたカラマツも昨年秋より植栽が開始され、順調に成長しておりま
す。循環型林業を実現し、森林の多様化を図るべくカラマツ植栽を推進していきます。

循環型林業とは、「伐る・使う・植える・育てる」を繰り返し、森林資源を持続的に活用していく林業のことです。
森林資源の循環利用を確立するとともに、森林の持つ多面的な機能を維持します。

カラマツ成長記録　植栽から５年が経過しました

日南町の林業を支える人々

合同会社ウッディK日南
西村　知弥さん（米子市）

仕事内容
造材、伐倒、木材の仕分け

林業の仕事に就いてよかったと思うところ
自分のやりたい仕事が出来ているところ。簡単そうに見える仕事も難しいところが沢山あり、
それが思い通りにできたときに、やりがいを感じています。

今後の目標
様々な場面での上達を目標にしています。安全面にも気を
付けながら、少しでも早くレベルを上げていきたいです。

熱中していること、趣味
海釣り、BBQ

林業の従事期間
１か月。
令和５年３月16日ににちなん中国山地林業アカデミー卒業後、
合同会社ウッディK日南に入社しました。

この仕事に入ったきっかけ
地元の沿岸沿いの松が風や砂を防ぐ効果があることを知り、
木に興味を持ったのがきっかけです。

難しいと思うところ
造材で断面を凹凸なくきれいに伐ること
伐倒のつる幅を意識しながら伐るところ

高
い
も
の
は
５
ｍ
を
越
え
る

平
均
樹
高
3.5
ｍ

　
５
年
目
カ
ラ
マ
ツ

高
い
も
の
は
２
ｍ
を
越
え
る

平
均
樹
高
1.5
ｍ

　
５
年
目
ス
ギ
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総代会

理事会

代表理事組合長
平田広志

参事
木村実次

総務部 事業部

作業班

林産班 造林班

森林整備課森林管理課企画課総務課

課長
木村実次（兼）

主事補
白川鈴華

課長
増田隆洋（兼）

課長
矢田貝大志

技師
守家康太

技師
高柴三寿

主事
日高　征

課長
増田隆洋

課長代理
藤原孝志

嘱託
石川孝志

係長
木下正啓

主事
河上洋生

主事
大塚卓也

主事
毛利裕嗣

主事
池田伊織

嘱託
松本公則

嘱託
山根隆男

パート
木山幸人

班長
青戸一也

班長
吉川善明

技能者
太田満也

技能者
渡邊健治

技能者
小竹俊彰

技能者
吉畑　篤

技能者
滝田　修

技能者
見田勝彦

技能者
末岡直人

技能者
吉田岳史

技能者
渡辺柊人

技能者
福岡正純

技能者
槇原拓人

技能者
矢田貝佳孝

技能者
宮口翔平

課長
河田千鶴

主事
大塚万里加

パート
藤原路佳

販売課

監事会 森林管理相談員　秋末光司

日髙  　征

木材団地事務所

　令和５年１月から販売課でお世話になっており
ます。林業は初めての分野ですが前職で培った事
務処理能力やコミュニケーション能力を活かして、
組合の円滑な運営に貢献したいと思っております。
まだまだ勉強不足ですが、皆様のご指導ご鞭撻の
ほどよろしくお願いいたします。

白川  鈴華

森林組合事務所

　令和５年４月より企画課でお世話になる事にな
りました。知識と経験はまだまだ浅いですが、
日々の業務に励み、早く仕事を覚えていきたいと
思っております。
　これから、よろしくお願いいたします。

日南町森林組合新入職員紹介

日南町森林組合組織図 令和５年５月現在
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組合員数（令和５年５月３１日現在）
正組合員数　　　１，４７９名
准組合員数　　　　　　　６名

グリーンコミュニティー　No.１５７
　発　　　行　　日南町森林組合
　発　行　日　　令和５年６月
　発行責任者　　平田　広志
　印　　　刷　　冨士印刷有限会社

事業主のみなさま

　消費税のインボイス制度が令和５年10月に
スタートします。

インボイス発行事業者の登録をされた方は
日南町森林組合へご連絡ください。

　組合員名義変更などについて
　亡くなられた組合員の方の名義の変更がまだの方は森林組合までご連絡いただきますようお願
いいたします。届出用紙をお送りいたします。
　引越しをされてご住所が変更になられた方も森林組合までご連絡いただきますようお願いいた
します。

出資配当について
　令和４年１２月に文書で、未だ手続きをされていない組合員の皆様に再度出資配当金受取手続き
のご案内をさせていただいております。
配当金を増資として申込いただける場合…
　増資申込書と、出資額が１口500円になるまで森林組合でお預かりする旨の出資端数預かり承諾書
にそれぞれ押印の上、返信用封筒にてご返送いただきますようお願いをいたします。
配当金の受取りをされたい場合…
　出資配当受領申出書に受取り方法等ご記入・押印の上、返信用封筒にてご返送いただきますよう
お願いをいたします。

この出資配当金の支払期限は、　令和７年５月２６日　です。
ご不明な点がございましたら森林組合までご連絡ください。

担当　総務課　河田・大塚　　
電話　０８５９-８２-０１３０

お知らせ
木材団地事務所入り口に、
木材の在庫情報を掲示することになりました！
原木の規格・原木買取価格は、
木材団地事務所へお問い合わせください。
電話　０８５９-８３-０２１１

原木取扱量
１月 ２月

4,761
３月11月９月８月 12月10月

3,7265,462
７月
4,9033,001 3,4104,186 4,419 4,504 3,7613,6114,316

令和５年度 －－－

６月

－ －－
50,060
計

7,341－

４月
令和４年度

５月

－3,487 －－3,854
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